
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営
 

歴
史
に
学
ぶ
 

大
阪
経
済
大
学
特
別
招
聴
教
授
・
 

可

1
コ
 
1
ム」 

経
済
評
論
家
 

b

F

E

 
上‘、フ 

第
口
十
三
回
 

ク
元
祖
●
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
タ
 
の
仕
掛
人
、
蔦
屋
重
三
郎
 

吉
原
関
連
本
書
籍
で
創
業
 

後
に
歌
麿
、
写
楽
を
世
に
出
す
 

来
年
（
二
〇
二
五
年
）
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
 

つ
た
じ
。
う
え
い
 
が
 

の
 

ゆ
め
ぱ
な
L
 

ぼ
う
ー
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
ー
」
の
主
人
公
は
蔦
屋
重
三
 

郎
、
略
し
て
蔦
重
と
い
う
人
物
だ
。
浮
世
絵
の
喜
多
川
歌
 

麿
や
東
洲
斎
写
楽
な
ど
を
世
に
送
り
出
し
た
江
戸
最
大
の
 

ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
、
優
れ
た
経
営
者
で
も
あ
っ
た
。
 

一
七
五
〇
年
に
江
戸
・
吉
原
で
生
ま
れ
た
蔦
重
は
、
同
 

じ
吉
原
で
茶
屋
「
蔦
屋
」
を
営
む
喜
多
川
家
の
養
子
と
な
 

り
茶
屋
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
二
十
三
歳
の
時
 

（
一
七
七
二
年
）
、
吉
原
の
入
り
口
近
く
に
書
店
兼
貸
本
屋
 

「
耕
書
堂
」
を
開
業
し
た
。
家
業
の
茶
屋
と
は
畑
違
い
の
 

創
業
だ
っ
た
が
、
彼
に
は
成
算
が
あ
っ
た
。
 

店
の
主
力
商
品
は
、
吉
原
遊
郭
と
遊
女
の
情
報
を
紹
介
 

す
る
『
吉
原
細
見
』
と
い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
当
初
は
有
 

力
版
元
が
発
行
し
て
い
た
も
の
を
販
売
す
る
だ
け
だ
っ
た
 

が
、
版
元
か
ら
編
集
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
 

蔦
重
は
、
掲
載
内
容
を
最
新
の
情
報
に
一
新
、
レ
イ
ア
ウ
 

ト
も
読
み
や
す
く
し
て
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
。
 

ひ
と
 
め
 
せ
ん
ぼ
ん
 

二
年
後
に
は
、
『
一
目
千
本
』
と
名
付
け
た
新
刊
を
自
前
 

で
出
版
し
た
。
出
版
業
へ
の
進
出
で
あ
る
。
同
書
は
、
ゆ
 

り
、
ぼ
た
ん
な
ど
を
美
し
い
花
器
に
生
け
た
挿
花
の
画
集
 

の
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
挿
花
の
ー
つ
ー
つ
に
吉
原
遊
女
 

の
名
前
を
添
え
て
紹
介
す
る
と
い
う
斬
新
な
も
の
だ
っ
た
。
 

続
い
て
、
従
来
の
『
吉
原
細
見
』
の
版
元
が
不
祥
事
で
 

つ
ま
ず
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
同
書
の
出
版
も
自
ら
手
 

が
け
始
め
る
。
数
年
後
に
は
、
他
の
版
元
の
『
細
見
』
を
 

凌
駕
し
、
こ
の
市
場
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

江
戸
大
衆
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
に
 

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
三
つ
の
秘
訣
 

こ
う
し
て
出
版
界
に
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
経
営
基
盤
 

を
固
め
た
蔦
重
は
一
七
八
三
年
、
江
戸
の
一
等
地
・
日
本
 

橋
に
耕
書
堂
を
移
転
開
業
し
た
。
こ
こ
か
ら
蔦
重
は
さ
ら
 

に
飛
躍
を
遂
げ
て
い
く
。
 

そ
の
頃
、
庶
民
向
け
の
黄
表
紙
と
い
う
読
み
物
が
流
 

行
っ
て
い
た
。
世
相
や
事
件
を
題
材
に
し
て
風
刺
や
ユ
ー
 

モ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
読
み
物
に
挿
絵
が
つ
い
て
い
る
の
が
 

特
徴
で
、
蔦
重
は
人
気
作
家
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
専
属
に
 

し
、
次
々
と
ヒ
ッ
ト
作
品
を
飛
ば
し
て
い
っ
た
。
 

こ
の
黄
表
紙
の
挿
絵
の
絵
師
と
し
て
蔦
重
が
起
用
し
た
 

の
が
歌
麿
で
あ
る
。
歌
麿
の
才
能
を
見
抜
い
た
蔦
重
は
、
 

自
分
が
発
行
す
る
出
版
物
の
挿
絵
を
次
々
と
書
か
せ
た
。
 

歌
麿
は
次
第
に
名
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

狂
歌
の
分
野
に
も
進
出
す
る
。
狂
歌
は
和
歌
と
同
じ
五
 

七
五
七
七
の
形
式
で
社
会
風
刺
や
滑
稽
さ
を
詠
む
も
の
で
、
 

狂
歌
を
集
め
た
狂
歌
本
は
庶
民
の
間
で
人
気
が
あ
っ
た
。
 

こ
こ
で
も
蔦
重
は
既
存
の
狂
歌
本
に
は
な
い
独
創
的
な
 

商
品
を
作
り
出
し
た
。
「
狂
歌
絵
本
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
 

だ
。
当
時
の
代
表
的
な
狂
歌
師
五
十
人
の
肖
像
画
に
、
そ
 

れ
ぞ
れ
の
狂
歌
を
書
き
添
え
た
多
色
刷
り
の
絵
本
で
、
狂
 

歌
と
浮
世
絵
を
合
体
さ
せ
た
の
だ
。
続
い
て
狂
歌
絵
本
を
 

続
々
と
出
版
し
、
い
ず
れ
も
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
 

こ
う
し
て
蔦
重
は
創
業
か
ら
十
数
年
で
江
戸
随
一
の
版
 

元
と
な
り
、
江
戸
の
大
衆
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
も
 

な
っ
て
い
た
。
そ
の
成
功
に
は
、
三
つ
の
秘
訣
が
あ
っ
た
。
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第
一
は
、
時
代
の
流
れ
と
市
場
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
 

つ
か
ん
で
い
た
こ
と
だ
。
当
時
は
田
沼
意
次
が
幕
府
の
実
 

権
を
握
っ
て
い
た
時
代
で
、
江
戸
に
は
自
由
な
気
風
が
あ
 

ふ
れ
、
経
済
活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
。
蔦
重
は
そ
う
し
 

た
ク
市
場
ク
の
動
き
を
把
握
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
 

ど
こ
に
あ
る
か
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
た
。
 

第
二
は
、
第
一
点
を
も
と
に
企
画
力
を
発
揮
し
、
「
蔦
 

重
な
ら
で
は
」
の
商
品
を
開
発
し
た
こ
と
だ
。
今
で
言
う
 

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
で
あ
り
「
差
別
化
戦
略
」
だ
。
 

第
三
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
 

ス
力
の
発
揮
だ
。
黄
表
紙
作
家
、
狂
歌
師
、
絵
師
、
さ
ら
 

に
は
版
元
の
同
業
者
な
ど
と
幅
広
く
交
流
を
深
め
、
市
場
 

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
情
報
収
集
に
努
め
た
。
彼
ら
と
の
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
商
品
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
進
 

め
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
 

松
平
定
信
「
寛
政
の
改
革
」
で
危
機
に
 

企
画
力
で
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
る
 

と
こ
ろ
が
一
七
八
六
年
に
意
次
が
失
脚
、
翌
年
に
松
平
 

定
信
が
老
中
に
就
任
し
た
こ
と
で
世
の
中
が
一
変
し
、
蔦
 

重
は
ピ
ン
チ
に
立
た
さ
れ
る
。
 

定
信
は
「
寛
政
の
改
革
」
で
質
素
倹
約
、
文
武
奨
励
、
 

綱
紀
粛
正
な
ど
を
打
ち
出
し
、
田
沼
時
代
に
流
行
し
た
黄
 

表
紙
な
ど
の
大
衆
読
み
物
を
「
風
俗
び
ん
乱
の
元
凶
」
と
 

し
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
し
た
の
だ
。
 

こ
れ
に
反
発
す
る
作
家
た
ち
が
定
信
を
批
判
・
郷
撒
す
 

る
作
品
を
次
々
に
発
表
し
た
が
、
定
信
は
弾
圧
を
強
化
す
 

る
。
そ
の
結
果
、
蔦
重
の
専
属
作
家
た
ち
が
執
筆
自
粛
に
 

追
い
込
ま
れ
た
り
、
急
死
し
た
り
し
た
（
自
害
説
も
）
。
 

さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん
 

そ
し
て
一
七
九
一
年
、
黄
表
紙
作
家
だ
っ
た
山
東
京
伝
 

て
 
ぐ
さ
り
 

が
五
十
日
の
手
鎖
（
両
手
首
に
拘
束
具
を
は
め
ら
れ
て
生
 

活
さ
せ
ら
れ
る
刑
罰
）
に
罰
せ
ら
れ
、
版
元
で
あ
る
蔦
重
 

が
「
財
産
半
分
没
収
」
の
処
分
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
 

だ
が
蔦
重
は
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
「
政
治
の
風
刺
が
 

ダ
メ
な
ら
」
と
、
歌
麿
に
美
人
画
を
書
か
せ
、
シ
リ
ー
ズ
 

で
売
り
出
す
。
従
来
の
美
人
画
は
全
身
像
が
主
流
だ
っ
た
 

が
、
歌
麿
は
上
半
身
を
ア
ッ
プ
で
描
き
、
顔
の
表
情
な
ど
 

も
き
め
細
か
に
表
現
し
た
。
「
大
首
絵
」
と
呼
ば
れ
、
今
 

日
で
も
我
々
が
よ
く
知
る
歌
麿
の
絵
の
特
徴
だ
が
、
蔦
重
 

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
も
の
だ
っ
た
。
 

美
人
画
に
は
遊
女
だ
け
で
な
く
、
茶
屋
な
ど
市
井
の
女
 

性
も
モ
デ
ル
に
し
、
そ
の
名
前
を
書
き
入
れ
た
。
そ
れ
ら
 

の
女
性
の
い
る
店
に
は
行
列
が
で
き
た
と
い
う
。
幕
府
が
 

女
性
の
名
前
記
入
を
禁
止
す
る
と
、
絵
の
中
に
ヒ
ン
ト
と
 

な
る
「
判
じ
絵
」
を
描
く
と
い
う
調
子
で
対
抗
し
た
。
 弾

 

蔦
重
は
さ
ら
に
新
し
い
試
み
に
挑
戦
す
る
。
東
洲
斎
写
 

楽
の
電
撃
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
写
楽
の
絵
は
、
役
者
の
表
 

情
と
特
徴
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
く
と
い
う
、
従
来
の
浮
 

世
絵
に
は
全
く
な
か
っ
た
も
の
で
、
突
然
の
新
人
絵
師
登
 

場
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
だ
っ
 

た
。
写
楽
の
活
動
は
一
七
九
四
年
か
ら
翌
年
ま
で
の
約
＋
 

カ
月
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
間
に
百
四
十
点
以
上
の
作
品
 

を
描
き
、
そ
の
す
べ
て
を
蔦
重
が
出
版
し
た
。
 

写
楽
の
正
体
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
で
 

は
、
阿
波
出
身
の
能
役
者
・
斎
藤
十
郎
兵
衛
と
の
説
が
有
 

力
に
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
も
複
数
の
浮
世
絵
師
の
合
 

作
、
若
手
時
代
の
北
斎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
 

実
は
蔦
重
本
人
と
の
説
も
あ
る
。
 

危
機
に
陥
り
な
が
ら
も
あ
き
ら
め
ず
に
新
し
い
挑
戦
を
 

続
け
た
蔦
重
。
こ
の
点
も
ま
た
前
述
の
三
点
と
合
わ
せ
、
 

今
日
の
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
 

だ
が
写
楽
が
姿
を
消
し
て
か
ら
二
年
後
の
一
七
九
七
 

年
、
蔦
重
は
波
乱
の
人
生
を
終
え
た
。
享
年
四
十
八
。
 

蔦
重
の
死
か
ら
数
十
年
た
っ
た
一
八
〇
〇
年
代
半
ば
以
 

降
、
日
本
の
浮
世
絵
は
欧
州
に
紹
介
さ
れ
て
、
「
ジ
ャ
ポ
 

ニ
ス
ム
」
を
巻
き
起
こ
し
た
。
現
在
も
海
外
で
「
ク
ー
ル
 

ジ
ャ
パ
ン
」
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
蔦
重
は
い
わ
ば
 

そ
の
元
祖
と
も
言
え
る
。
令
和
の
我
々
を
元
気
に
し
て
く
 

れ
る
存
在
で
あ
る
。
 

岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）
 

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
 

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。
「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
 

卜
（
W
B
s
）
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
N
Y
 

支
局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
ニ
〇
〇
六
 

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
ニ
〇
ニ
ニ
年
、
同
特
別
招
聴
教
授
。
 

新
刊
「
徳
川
幕
府
の
経
済
政
策
ー
そ
の
光
と
影
』
（
P
H
P
新
書
）
。
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